
 

厚木基地における米海軍飛行隊の交替について（要請） 

 

１２月１日、米海軍厚木基地から、同基地に配備されている FA18-C ホーネットの１

個飛行隊が、FA18-E スーパーホーネットの１個飛行隊に交替する旨の発表があり、

外務省からも同様の情報提供がありました。 

厚木基地周辺の住民は、空母艦載機の騒音により、長年にわたり堪え難い苦痛を

強いられており、厚木基地を抱える地元では、今回の機種変更により、基地周辺の

騒音状況が悪化することを懸念しております。 

貴職におかれましては、厚木基地周辺の航空機騒音被害の実情を十分認識され、

騒音被害の軽減に積極的に取り組むことを（米側に申し入れるよう）強く求めます。 

 

 

 

平成２１年１２月２日 

 

駐日米国大使 ジョン・Ｖ・ルース  

在日米軍司令官 エドワード・Ａ・ライス中将  

在日米海軍司令官 リチャード・Ｂ・レン少将  

厚木航空施設司令官 エリック・Ｗ・ガードナー大佐 殿 

   

外務大臣 岡 田 克 也  

防衛大臣 北 澤 俊 美  

 

 

神奈川県知事 松 沢 成 文 

大和市長 大 木   哲 

綾瀬市長 笠 間 城治郎 

藤沢市長 海老根 靖 典 

茅ヶ崎市長 服 部 信 明 

相模原市長 加 山 俊 夫 

海老名市長 内 野   優 

座間市長 遠 藤 三紀夫 

横浜市長 林   文 子 

町田市長 石 阪 丈 一 

 

※（  ）内は日本側の要請に挿入する。 


